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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社ベクトル 

 

[企業 ID]  6058 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 2 月期決算説明会 

 

[決算期]  2025 年度 通期 

 

[日程]   2025 年 4 月 14 日 

 

[ページ数]  44 

  

[時間]   16:30 – 17:01 

（合計：31 分、登壇：25 分、質疑応答：6 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役会⾧兼社⾧ 西江 肇司（以下、西江） 

取締役 CFO   後藤 洋介（以下、後藤） 
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登壇 

 

司会：本日はご多忙のところ、株式会社ベクトル決算説明会にご参加くださいまして誠にありがと

うございます。開始に先立ちまして、皆様にご案内を申し上げます。説明会の録画録音はお控えく

ださいますようお願いいたします。もし説明会中に画面がフリーズし、映像が切断された場合は、

ご案内しております同じ URL に再度アクセスしご入手ください。 

まず初めに弊社側の出席者をご紹介いたします。株式会社ベクトル代表取締役会⾧兼社⾧、西江肇

司でございます。 

西江：西江です。よろしくお願いします。 

司会：取締役 CFO、後藤洋介でございます。 

後藤：後藤です。よろしくお願いします。 

司会：本日の進行ですが、まずは取締役 CFO の後藤より、2025 年 2 月期の業績について説明をさ

せていただき、続いて代表取締役会⾧兼社⾧の西江より、2026 年 2 月期の計画およびベクトルグ

ループの戦略などについてのプレゼンテーションをさせていただきます。 

それでは後藤さん、どうぞよろしくお願いいたします。 

後藤：では、最初のエグゼクティブサマリを西江からご説明いたします。 
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西江：エグゼクティブサマリについて説明します。基本的には営業利益と、当期純利益が計画未達

になりました。サイネージとかプレスリリースとか PR 事業自体は好調だったんですけれども、そ

れ以外が振るわないところで、ちょっと足りない感じになりました。引き続き AI 導入、PR の場合

は AI が結構必要になるのでその辺ですとか、コスト削減、事業撤退をいろいろ今、整理している

のが現状です。 

通常でいいますと、営業利益自体は 15%アップ、EBITDA 自体も 14%アップなので、事業自体は

成⾧しています。ただちょっと計画が未達っていうような現状になったということです。あとは、

最後の最終利益、当期利益が伸びてはいるんですけども。前年からしたら落ちているような感じが

するんですが、どちらかと言ったら子会社売却、２社、前年に子会社売却をしたので減益になって

いるというのが現状です。 

肝心の中期利益計画自体は、今後の計画なんですが、1 年スライドして。今期 85 億、来期 100 億

を 1 年スライドして達成を目指すというようにします。還元のほうは、配当性向 30%以上で配当

していこうと思っております。 
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後藤：次に、25 年 2 月期の決算につきまして私のほうからご説明させていただきます。まず売上

高は 592 億円、前期比で 100.1%。営業利益が 80.2 億円、前期比で 115.7%。純利益が 41.9 億円、

前期比で 89.5%となりました。純利益は先ほどのとおり、前期に子会社を 2 社売却した反動で減益

となっておりますが、売上高・営業利益に関しては増収増益となりました。 
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次にセグメント別です。PR・広告事業は売上高が前期比で 93.9%、営業利益は 139.2%となりまし

た。前期は 7.5 億円の貸し倒れがありましてその反動で大きく増益となりましたが、その影響を除

きますと営業利益は前期比で約 110%になります。プレスリリース事業は売上高が前期比で

117.1%、営業利益が 107.5%となりました。利用企業者数も 10 万 8,000 社を超えましてこちらも

順調です。 

 

ダイレクトマーケティング事業は一時的な要因で獲得効率が低下して減益となったものの、問題は

前期の上期中に解決しておりまして下期以降は順調です。 

HR 事業はジョブ TV の成⾧と新しく連結に加わった FINDAWAY の貢献で増収となりました。利

益面は課題がありまして、あしたのチームにおいてコスト削減を実施するなど利益向上に向けた取

り組みを行っております。 

投資事業は期末に保有株を売却しまして営業利益は 16.9 億円となりました。上場株式を売却しま

したので包括利益は減少しましたが、今後利益を生み出せるような有望な投資銘柄は多数残ってお

ります。 
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配当に関しましては連結配当性向 30%以上としまして、25 年 2 月期は 1 株 32 円としておりま

す。 

 

売上高と営業利益は当期から順調に伸びておりまして、過去最高となりました。 
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次に連結の販管費は年間で 312 億円、人員は連結で 1,650 人になりました。 

 

PR・広告事業はニュース TV や韓国で不調ということもございましたが、戦略 PR やタクシーサイ

ネージ事業の牽引により、過去最高の営業利益となりました。ニュース TV は韓国も 2026 年 2 月

期にはもう回復のめどが立っております。 
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戦略 PR 事業は、リテナー案件や SNS 運用案件など高利益率の案件が積み上がりまして過去最高

の業績となりました。 

 

海外の PR・広告事業は、韓国の不調により 1.6 億円の赤字となりました。韓国は前期の上半期中

盤以降、デジタル広告主体からインフルエンサー施策やコマース支援主体のモデルに切り替えて、
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粗利が改善してきているというような状況です。それに加えましてコスト削減を行っており、進行

期は黒字になる計画をしております。 

 

国内の戦略 PR のリテナー案件の推移は、こちらに記載のとおりで順調に増えております。 
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タクシーサイネージ事業は前の年からタクシーの台数自体は変わっておりませんが、広告枠の販売

が非常に好調で業績は過去最高となりました。 

 

ここから、プレスリリース配信事業です。こちらは利用企業者数が増加したことで、過去最高の業

績となりました。 
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現在利用企業者数は 10 万 8,000 社を超えております。 

 

2026 年 2 月期のプレスリリース配信事業は、31 億 4,900 万円の営業利益を計画しております。 

 

次に、ダイレクトマーケティング事業は、ビタブリッドジャパンにおきまして、他社の紅麹問題の

風評影響により、上期に顧客獲得効率が悪化して減益となりました。ただ問題は既に解決しており
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まして、ビタブリッドジャパン単独では過去最高の売上となりました。グラフ上、2023 年 2 月期

は他の子会社の売上も含まれておりますが、ビタブリッドジャパンで単独では 25 年 2 月期で過去

最高の売上です。 

 

ビタブリッドジャパンは、上期に広告を投下して下期に利益回収するという方針で運営しておりま

して、進行期も同様の方針となっております。 
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主力商材のターミナリアファーストに加えまして、GABA も非常に好調に推移しております。 

 

25 年 2 月期は第 2 四半期の途中で紅麹問題の影響がなくなり、広告を大きく踏みまして、それに

連動して販売個数が増加いたしました。 
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次に HR 事業です。2024 年 3 月に買収した FINDAWAY の収益が寄与しまして、売上高は増収と

なりました。営業利益は課題が残るものの、黒字を確保いたしました。 

 

あしたのチームは営業体制のリカバリーに時間を要しておりまして、減収減益となりました。 

 

2026 年 2 月期は営業体制のリカバリーに加えまして、コストの削減を行ってまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
15 

 

 

営業体制の再構築とともに KPI の改善に努めてまいります。2026 年 2 月期は営業体制の再構築と

コスト削減で営業利益 2 億 1,100 万円を目指してまいります。 

 

JOBTV の第 4 四半期は、新卒向けイベントの売上も寄与しまして売上高が増加し、赤字幅が縮小

いたしました。26 年 2 月期は中途採用支援体制の強化を図りまして、売上の向上を目指します。 
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インターネット上で求職者と企業を動画でマッチングするプラットフォーム、JOBTV の運営をし

ておりまして、求職者、企業ともに順調に集まってきているという状況です。 

 

24 年 3 月に人材採用に関する課題解決を総合的に支援する FINDAWAY を連結子会社化しており

ます。 
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JOBTV は新卒支援・転職支援・採用支援・派遣の 4 事業を軸としまして、人材マーケットで拡大

を目指す方針を継続してまいります。 

 

最後に投資事業です。投資事業は期末に利益を作りまして、営業利益は 16 億 9,400 万円となりま

した。上場株式を売却しましたので包括利益は減少したんですけれども、有望な投資銘柄は多数残

っております。 
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この辺は割愛しまして、業績予想のところ以降を代表の西江よりご説明いたします。 

 

西江：来期の業績予想です。この 85 億というのを今年やろうと、思った数字を目指すというのが

一番のポイントです。あとは最終利益、当期利益 50 億をやるというのが考え方です。配当性向が

30%以上で、26 期の配当は 1 株あたり 33 円を予定しております。 
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セグメント別です。見てもらったらわかると思うんですが、投資のところは基本的に今ゼロ円で置

いています。それ以外が結構、現実伸びそうなので、去年と違うのが、去年に比べて今年は結構今

数字がちょっと見えている状況です。 

だから、去年はどちらかと言うと既存の事業に投資を売却しないと、ちょっと落ちたんですけど数

字が達成できなかったところがあったんですが、今期は結構、現時点で数字が見えていまして、投

資はゼロで計画してプラスアルファ全然あるんですが、一応投資をゼロで見ているので 85 を達成

しようと思っております。  

 

次は中期利益計画です。先ほど言ったように本業自体は順調なので、85、100 というのは結構見え

てきているのが現状なので、この辺を発表させていただけたらと思っています。ROE は 25％で

す。 
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次のページです。中期的には、その次に 200 億の利益を目指していろいろ手を打っていっている

というのが現状です。今年 1 年で 200 億いくための中期的な戦略を練っていこうかというのが今

年の 1 年の課題です。 

 

これは先ほど言った ROＥ25％を目指した経営をやっていきますということです。 
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これは毎回出しているように、キャピタルアロケーションで成⾧投資をやります、株主還元もやり

ますという考え方です。 

 

次に経営戦略です。経営戦略は一応 PR 会社としては今世界 6 位です。 
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アジア No.1 なんですけど、狙っているのは世界 No.1 を目指しています。 

 

それが一つあるんですけど、もう一つは世界 No.1。倍行かないといけないのかな。 
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国内の PR 市場は 1,500 億円なんですが、僕は前から言っているように 7 兆円のマーケットのほう

を狙っています。広告業界の FAST COMPANY。広告業界自体はご存知のとおり、ちょっと斜陽産

業化。マーケットがなくなるわけじゃないんですが、ちょっといろいろ変わってくると思います。 

 

僕らはそこの中でのディスラプターを狙います。 
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7 兆円の広告市場で、ここから 5 年、テレビ CM を中心としたいわゆる広告というモデル自体が変

革していきそう。なくなっていくと言ったら変ですけど、多分みんなスマホでショート動画が主流

になってきて、その中に広告って実は消えているんです。多分、コマーシャル、テレビもあんまり

見なくなってきているので、そもそも広告業界 7 兆円と言いながら広告自体、いわゆるクリエイテ

ィブを使った広告自体がもうなくなってきているのが現状です。そこら辺の流れの中で、僕らはあ

んまり金をかけず。 
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次のページ、Low Cost で Middle Quality で Speedy で。いわゆるモノを広める業界の ZARA・ユ

ニクロ・ニトリというような、あんまり金をかけずにモノを広める時代になってきたんです。モノ

を広める時代になってきているところを僕らは狙っていくという感じです。詰将棋をするように、

いろいろ必要なところを狙っていく感じです。 
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こちらは、広告市場が本当にテレビじゃなくて、ネット。ネット広告だけでもなくて、結局また時

代とともに変わってきていて。ネット広告よりもどちらかと言うとショート動画に流れてきたりで

すとか、SNS・インフルエンサー。インフルエンサーからまた縦型動画に変わってきたりとか、い

ろいろ時代とともに変わってきているので、そこら辺に対して必要なものを僕らは、例えば SEO

とかも手を打ったんですけれど、今度は AIO ですね。AI の検索するところの SEO の代わりの AIO

を打っていたり、新しい時代に全部適用できるようなことをやっていこうとしています。 

 

次のページも同じように、モノの広め方が変わってきていますよという感じで。通常の PR でやり

ながら、インフルエンサーを使いながら、SNS を使いながら、ショート動画。多分ここにはまだ

ショート動画が入ってきてないんですが、結構今、ほとんどショート動画が主流になってきている

ので、僕らは縦型という言い方をしているんですが、ショート動画のところを狙っていきます。 
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次は、先ほども言ったように、広告自体が多分なくなるというか、本当に見なくなっていると思い

ます。テレビ CM 自体あんまり見なくなった。テレビを見なくなっているという現状ですかね。 

あとは先ほど言った縦型動画、ショート動画でいろいろその中に通常の広告というのが出てきてい

なくて、みんなコンテンツを作り出してきている。その辺は PR 会社、僕らの立ち位置の領域にな

ってきているので。僕ら広告と、僕らが狙っている PR とかニュースとかそのコンテンツとかは全

然違うんですよという立ち位置を切り離しているんです。僕らはその下側の領域を狙っていきま

す。 
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あとは PR を中心にデジタル広告の会社を買っていきました。プラス、SNS 系の会社を変えていき

ました。モノを広めるときにあんまり金をかけずに、スピーディーに、あんまりクリエイティブに

時間を使わずにというのを僕らは狙っています。その辺に関する会社をいろいろ作っていくか、

M&A していくかという戦略です。 
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あと昔は、PR×SNS×デジタルマーケティングだったんですが、多分縦型動画、ショート動画、

こちらが非常にキーワードになってきていまして、ここに対する新規事業は実はもう、もう三つぐ

らい手を打っているんですが、この辺を今年、発表していこうと思っています。PR×縦型動画は

非常に相性がいいので、PR×縦型動画。そこに SNS・デジタルマーケ・インフルエンサー、全部

くっついていきます。そこは僕らの戦略です。 

これは、縦型動画、ちょっと動いてないのでわかんないと思いますけど、いわゆるみんなスマホで

も動画を見ているっていう状況です。例えば小籠包でも、僕らは小籠包のほうの事業を受けて、広

めてくださいっていうのを受けたら、これを、小籠包タワーみたいなのを作って。そしたらこの商

品自体はないんですけど、いわゆるバエるという。ショート動画で目立つんですね。これで売上が

多分 1.5 倍から倍ぐらい上がっていくようなことをやったりというのが、縦型動画戦略です。 

 

これは SNS 市場が伸びていますよ、縦型動画広告が一番伸びていますよ、インフルエンサーマー

クも伸びていますよという市場で、ここに本格的にやっていこうと思っています。 
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PR×SNS×縦型動画で売上を増やしていく。クライアント自体はもういっぱい持っているので、

そこら辺は大丈夫ですという感じですね。 

 

はい。あとクライアント自体が元々、僕らリテナーで持っているので。そこに対して単価アップと

いうのを狙いながら、クライアントも増やしていくというのが僕らの戦略です。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
31 

 

特に、縦型動画自体を大手のクライアントがまだやっていないんです。僕らが持っている、例えば

大きい車のメーカーですとか、大きい化粧品メーカーとか外資系のでかいところが、まだ縦型動画

がこれからなので。その辺を僕らがやっていこうかなと思っております。 

 

これはモノを広めるときに、ゼロ円からモノを広めるときに、1 億円以下のところでモノを広げな

くちゃいけないインフラプラットフォームカンパニーですね。モノを広めるときにニュースリリー

スを必ずやる、次に必ず記者発表会をやる、動画をやる、インフルエンサーをやる、縦型動画をや

る、デジタルマーケをやる。この辺にプラス、タレントとかをキャスティングしていくことをやれ

ば、基本、モノはあんまり金をかけずに広まっちゃうんです。マス広告をやらなくても。というの

が僕らの戦略です。 
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次のページが、これも前から出しているガチ中華を流行らせた店舗がオープンしたときに、テレビ

とか番組に使いながらインフルエンサーに来てもらいながらその動画をデジタルアドで上げるとい

う。原宿にオープンしたので、原宿の近辺を通る人間 50 万人にそのデジタルアドを当てるという

ことをやったりするのでモノを広げていく感じ。この辺を一括してできる点が、僕らの特徴です。 
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次のページは、これは MOMOTARO JEANS です。これをリブランディングして新店舗オープンプ

ラスインバウンド。僕らインバウンド系も結構やらせていただいているので、PR 自体は日本とイ

ギリスと。日本語と英語とフランス語と中国語でやりました。インフルエンサーは、イギリスと中

国かな。イギリスじゃなくてアメリカですね。デジタル広告はアメリカになっていくというような

ことをやっていく感じです。 

この辺も、どちらかというと単純な広告でやろう、モノを広めようという時代は終わっていて。僕

らみたいな PR 会社に頼んで、店舗がオープンしながら、ニュースで発信しながら、いろんなもの

を記事にしながら、動画で見せながら、インフルエンサー呼んで、その辺の情報をデジタル Ad で

あてるという、僕らが目指しているモノを広めるときにぱっとできるっていうのを狙っている感じ

です。 

 

次に、弊社が取ったアワードです。 
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次のページが、僕らがこのモノを広める FAST COMPANY というところを狙っているときの三つ

の戦略です。先ほどから言ったように縦型動画を非常に重要視しています。これ結構、多分、7 兆

円のマーケットでテレビ CM 自体が 10 年後にあるかというと、はてななので。この 7 兆円のマー

ケットが全部この辺に流れてくると思います。 

そこに、特に CM 自体は通常の CM はないんです。だから 7 兆円の置き換えゲームが始まってく

るので、その辺で僕らは優位に立てるのかなと思っております。ここから売上をうまくやれば、5

倍ぐらいはいける。もう 5 から 10 倍ぐらいはいけると思っているので、ここを本格的にやってい

こうと思っています。 
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次に先ほど言ったように、M&A です。 

 

M&A は先ほど言ったゼロ円からモノを広めるときに必ずやらなくちゃいけないインフラというの

があって。そこに SNS とか、デジタルは結構デジタルアドは手を打ったので、イベントですと

か。あとは本当に必要な AI のところの会社ですとか。その辺を含めて、M&A しています。 
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今日発表したやつですけど、gracemode という化粧品の SNS のメディアを買いました。こちらは

SNS とかインフルエンサーのところです。2 番手ぐらいのメディアなので、これが入ることによっ

て、結構利益も出ている会社なんで、［音声不明瞭］EBITDA 4 倍から 5 倍ぐらいで買いました。 

 

次に M&A の方針です。利益が出ている会社を EV/EBITDA5 倍、高くても 7 倍で。シナジーがあ

るので買った瞬間の次の年が、5 倍ぐらいに収められるような M&A をやっていくというのが、方

針です。 

あとは AI とかいろいろ今。僕らは AI とすごい相性がいいので、AI 系の会社は結構、話が来ている

ので、その辺も手を打っていこうかなと思っております。M&A を重要視して、先ほど 200 億のう

ちの 30％ぐらい、その辺で手を打てればと思っております。 
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次に、前から言っている出資と PR 可能なベンチャーVC ですね。 
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ベンチャー投資を[音声不明瞭]やっています。 

 

次のページ。32 社合計で上場していまして、最近 ROXX かな、8 枠とかが出るという状況です。

まだまだ保有銘柄はいっぱいあるので、ちょっとここ 1～2 年が。5 年前ぐらいかな。5 年ぐらい

前の減損と。僕らが減損やったときに結構、減損と M&A の赤字の問題が二つあったので、投資を

2～3 年止めているんです。だからここ 1～2 年は投資で出てくる案件がちょっと少ないかもしれな
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いですが、ただ保有銘柄はいっぱいあって、その銘柄があるので。今期はゼロ円と見ているんです

が、何とか数字は出ていきそうな形です。 

 

ベンチャーTV というのをやっています。今 800 社ぐらい入ってきているので、この辺とうまく絡

めながら、来期の数字に繋げていければと思っております。 

総括としては、来期は、全然後退しているわけではないんですが、計画を達成できなかったという

のが一つです。ただ EBITDA にしろ、営業利益にしろ 15%伸びているので、事業自体は全然悪い

わけではないです。マーケット自体は本当に伸びているので、本業も順調なので、来期の数字を見

てもらえれば、計画自体は 1 年ずらすという。それで、来年再来年で 100 億を目指すというのに

やっていこうと思っています。投資で最後利益をつけているところがあったんですが、今期来期は

そこがなくて、バッファを見ながらやっていくというのが現状なので、ぜひ皆さんよろしくお願い

します。 
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______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載  
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